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• 医療・健康データの活用に向け、個人の医療・介護・健康情報を時系列的に管理できるPHR（Personal Health 
Record）機能や、AIを活用した健康指導等の支援を実現する技術の確立等に向け、以下の施策を実施。

① PHR機能の実現

個人の健康・医療・介護情報をポータブルかつ効率的に管理・活用できる情報連携技術のモデル研究

② AIを活用したデータヘルス推進

健診・レセプトデータの解析・機械学習等を通じた利活用のユースケースの検討及び課題の検証を行い、AIを活
用した保険者による健康指導の支援に向けた具体的方策を研究

【予算】医療・健康データ利活用基盤高度化事業 ３．０億円 （ ２８年度当初 ３．５億円、２８年度補正３９．９億円の内数）

① PHR機能の実現

医療・健康データ利活用基盤高度化事業

② AIを活用したデータヘルス推進
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• 安全・安心な自律型モビリティシステム（電気自動車、電動車いす、自律ロボット等）の実現に向けて、電
波の有効利用を促進するとともに、高効率な通信処理技術、自動走行等に必要な高度地図データベースの更
新・配信技術、緊急時の自動停止・再起動等の高信頼化技術等の開発及び社会実証を推進し、自動走行技術
の早期の社会実装、観光、福祉等の多様な分野への展開にも寄与

自律型モビリティシステム（自動走行技術、自動制御技術等）の開発・実証

【予算】 自律型モビリティシステム（自動走行技術、自動制御技術等）の開発・実証 ９．５億円（２８年度 ９．８億円）

効率の良い通信方式により、
高度地図情報の

リアルタイム更新・配信

自動走行、自動制御技術等の
多様なＩＣＴ利活用分野への展開

自律型電気自動車 自律型電動車いす

各種の自律型モビリティ
システム（電気自動車、電動車いす等）

自律走行型案内ロボット

多様な応用分野
（自律ロボット、ドローン等）

電気自動車、
電動車いす、
自律ロボット等

高効率な
通信処理技術

リアルタイムに更新される
高度地図データベース※

の更新・配信技術

緊急時の自動停止・
再起動等の
セキュリティ技術

※ダイナミックマップ

統合 統合 統合

ネットワーク制御型
工事車両

荷物運搬用
自動飛行ドローン

自律型モビリティシステム等の実現
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【参考】自律型モビリティシステムの開発・実証について

 自律型モビリティシステムの基盤技術の開発を行い、その開発成果を結合し、通信ネットワーク・情報処理
基盤・セキュリティ基盤を一体とした自律型モビリティシステム用プラットフォームの構築と実証実験を実施。

 また、インターフェイスの技術仕様の公開等により、スマートＩｏＴ推進フォーラムの会員等が電気自動車、
ロボット、ドローン等を自由に接続して実証可能なオープンテストベッドを構築し、ＹＲＰ等の実フィールドに
おいて社会実証を推進。

自動車自動車自動車低速ロボット・車いす等

路側カメラ

情報送信 ダイナミック
マップ情報配信

アクセスNWアクセスNW

OS

エッジサーバ

PF管
理
機
能

Hardware

位置情報

エッジコンピューティング技術
自律型モビリティシステムを
支える超低遅延な通信制御
技術

路側カメラ等からの情報
をもとに多様な自律型
モビリティの協調動作を
可能とする通信連携・
協調技術等

高度地図データベース
（ダイナミックマップ）の高効率
なリアルタイム更新・配信
技術

自律型モビリティシステムの開発・実証の全体像

エッジ
サーバ

エッジ
サーバ

セキュリティ異常検知・判断
技術等
自律型モビリティシステムを
支える高信頼化に係る技術

NWNWダイナミック
マップ
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• 多様なIoTサービスを創出するため、膨大な数のIoT機器を迅速かつ効率的に接続する技術等の共通基盤技術を

開発するとともに、多様なサービス提供者によるIoTデータの相互利用を図る先進的な社会実証を目指した取

組を推進。

• あわせて、産学官連携による推進体制「スマートIoT推進フォーラム」と連携し、欧米のスマートシティに

係る実証プロジェクト等と協調して、国際標準化に向けた取組を強化。

IoT共通基盤技術の確立・実証

【予算】 IoT共通基盤技術の確立・実証 ３．１億円（平成２８年度 ３．５億円）

工場等
宅内

先進的IoTサービスの創出
に必要な共通基盤技術(例)

スマートWoT基盤技術
(Web of Things)

スマートコミュニティ、スマートシティ

物流・交通物流・交通スマートホームスマートホーム 農業、漁業等農業、漁業等電気・ガス.・水道電気・ガス.・水道 保守・管理保守・管理

※様々な分野において多様なIoTサービスの実証を行い、先進的なIoTサービスの創出を推進

構内

スマートコミュニティ
スマートシティ

スマートコミュニティ
スマートシティ

IoTサービス・デバイス
接続・管理基盤技術

ダイナミック制御、自動最適化技
術

スマートIoT推進
フォーラム

推進体制
連携・協力

規格提案、国際標準化

・・・
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様々なＩｏＴデータを複数のサービス提供者が利用するためのＩｏＴデータ形式の共通化・正規化・抽出技術
の確立、および機能の有用性や実用性を交通分野をモデルケースとしてサービス実証を通じて検証。
交通分野の様々なIoTデータは、データ形式・更新頻度・配信形式が様々であり、複数のサービス提供者
が利用するためには、共通で利用できるデータ（前処理済）が必要。このため、データの最適な共通単位の
検討を行うとともに、複数サービス提供者がセキュアかつ便利に利用するための共通機能の開発と総合
実証実験を実施。

【参考】IoTデータの形式共通化・正規化・抽出技術の開発

A.気象

B.イベント

C.人口統計

D.新交通
システム需要

E.デマンド
乗合車両

デ

タ
収
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理
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結果α´β´

結果α“β”

結果α“’β”‘

ネ

ト
ワ

ク

24時間/CSV

60分/HDF

20分/CSV

5分/CSV

5分/CSV

A´

B´

C´

D´

E´

データ群αβ(前処理済)

ア)ＩｏＴデータの形式共通化・正規化・抽出技術

■デマンド乗合車両

■新交通システム
需要情報提供

■サイクルシェア運行支援

10分/100mメッシュ
・気象
・イベント
・人口統計
・新交通システム需要
・デマンド乗合車両

イ)複数サービス共通機能技術

①共通機能 ②サービス実証

インターフェースを公開
他のサービス提供者の
総合実証実験への参加
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